
椿【種子に含まれる脂肪油は軟膏の基剤（主薬を溶解し、皮膚に浸透させる役割）にも使用される】椿【種子に含まれる脂肪油は軟膏の基剤（主薬を溶解し、皮膚に浸透させる役割）にも使用される】
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皮…

と
一
定
の
名
称
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
皮

は
古
け
れ
ば
古
い
ほ
ど
良
い
と

い
う
漢
方
的
な
考
え
方
が

あ
り
、
陳
い
（
ふ
る
い
）
橘

皮
と
い
う
こ
と
で
陳
橘
皮
に
、

現
在
は
陳
皮
と
い
う
の
が
一
般
的
で

す
。
ち
な
み
に
、
日
本
薬
局
方
で
は
ウ

ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
が
陳
皮
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原
植
物
に

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

陳
皮
は
芳
香
性
健
胃
、
駆
風
、
去
痰
、

鎮
咳
薬
と
し
て
食
欲
不
振
、
嘔
吐
、
下

痢
、
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痛
な
ど
に
応
用
し
、
橙
皮
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香
性
健
胃
、
駆
風
、
香
味
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と
し
て
消

化
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、
胃
腸
炎
、
二
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ど
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用
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民
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に
は
咳
止
め

や
喉
の
痛
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止
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手
足
の
荒
れ
に
用

い
ま
す
。

　

陳
皮
や
橙
皮
に
は
ビ
タ
ミ
ン
C
、
カ

ロ
テ
ン
が
多
く
含
ま
れ
、
香
り
の
成
分

と
し
て
は
リ
モ
ネ
ン
が
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ

ド
と
し
て
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
、
ノ
ビ
レ
チ

ン
な
ど
が
含
ま
れ
、
生
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強
い

シ
ネ
フ
リ
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プ
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キ
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含
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さ
れ
て
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ま
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寒
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レ
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さ
れ
る
冬
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は
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た
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生
薬
で
す
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冬
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物
と
言
え
ば
ミ
カ
ン
。

ミ
カ
ン
類
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
や
糖
類
、

ク
エ
ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
疲
労
回
復

に
、
香
気
成
分
は
食
欲
を
増
進
さ
せ
、

冬
の
活
力
源
と
し
て
最
適
で
す
。
柑
橘

類
の
中
で
漢
方
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る

も
の
に
陳
皮
や
橙
皮
な
ど
が
あ
り
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原
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れ
ぞ
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ン
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ウ
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し
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し
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に
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橘
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、
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す
る
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く
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が
あ
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乱
が

生
じ
て
い
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す
。
日
本
で
は
ウ
ン
シ
ュ

ウ
ミ
カ
ン
の
皮
を
乾
燥
し
た
も
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が
陳

皮
で
、
コ
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ジ
（
柑
子
：
タ
チ
バ
ナ
関

連
の
自
然
雑
種
）
と
い
う
柑
橘
類
の
皮

を
乾
燥
し
た
も
の
を
橘
皮
と
し
て
い
ま

し
た
。
橙
皮
は
ダ
イ
ダ
イ
の
成
熟
果
実

の
皮
を
乾
燥
し
た
も
の
で
す
。
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橘
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そ
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、
橘
皮
、
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、
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ぴ
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健康増進センターめぐみ



　卓越した技能表彰「現代の名工」に厚生労働省から

選出されたパレスグランデール総料理長、髙橋正伸氏

による薬膳料理教室。

　今回のテーマは「美」。高級食材をふんだんに使った

オリジナルの薬膳料理を楽しみました。

くるみ　～萬屋薬局すこやかナビ～　第 13 号（2020 年 1 月）

　第 7 回四季の薬膳を楽しむ会カーサマス・ラボ「高橋総料理長監修  薬膳料理

教室」をレポートいたします。



山形県の献血者数（2019年度実績：2019年11月末まで）

18,323人400ml 760人200ml 7,133人成分 26,216人合計

2019年度採血計画

38,878人

【献血ルームご案内】   山形駅前出張所  献血ルーム SAKURAMBO　 山形市香澄町2-2-36 山形センタービル5階　電話：フリーダイヤル 0120-107-093

今年も、地域の皆さまの健康をサポートするための活動に積極的に取り組んでまいります！



■発行人：株式会社萬屋薬局　〒990-0054 山形市六日町 2-3   ☎023-623-1805

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　〕
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✂
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　「健康のためにバランスの良い食生活が大切」だとはご存知かとは思いますが、理想的な食生活

を実践できていますか？　健康であるための食生活はもちろんのこと、「体調や持病に応じた献立

作りや栄養摂取、料理のコツなどをもっと知りたい」と思ったことはありませんか？

　そのようなときに、気軽に相談できるのが「栄養ケア・ステーション」です。

　萬屋薬局では、公益社団法人日本栄養士会から「地域住民の皆様が栄養ケアの支援・指導を受

けることのできる拠点」として「栄養ケア・ステーション」の認定をいただいております。食や

栄養の専門家である専任の管理栄養士が、お一人お一人の体調や事情に合わせた食生活に対する

アドバイスをさせていただきます。

　平均寿命が延び、超高齢社会を迎えた今、健康寿命をいかに伸ばすかが大きな課題となってお

ります。栄養政策も「生活習慣病の発症予防」から、今は「高齢者の低栄養・フレイル※対策」へ

と変わってきており、食事の心配事や困りごとを解消するだけでなく高齢者の低栄養を予防改善

していくことが重要になってきているのです。

　皆様の健康づくりのためにも、管理栄養士に気軽に栄養や食事の相談

をしてみませんか？

※フレイル…健康な状態と要介護状態の中間に位置し、身体的・認知機

能の低下が見られる状態のこと

食育推進主任・管理栄養士　鈴木　慈（めぐみ）


